
１．はじめに
第６報「外装樹脂部品の外観異常（艶むら)～そ
の原因と対策～」の続編である。家電自動車等樹
脂外装パネル製品は外観意匠に対する厳しい品質
管理が行われている事は周知の事実であり、当事
務所では既に原因となる因子を概ね解明し、その
対策についても第６報で報告した。
２．現状分析
その項目中、最も困難な因子で長い足を持った作
動コア即ちルーズコア（傾斜コア）やエジェクタ
（直上げ）コアがあり、金型現物合せによるコア
ロッド・バーの長さ修正加工を行わなければなら
ない。又この修正加工は当然常温で実施する為、
成形時の昇温を予測した熱膨張伸長分を考慮する
必要がある。この一連の作業は型組最終工程で行
う為に時としてその迅速さを求められ、又トライ
後の評価により直ちに修正再加工を実施する。そ
して調整や修正における手心は正に〝巧〟の技で
あり、大いに個人差が発揮されるのである。元来
数百ミリの長尺ロッド・バー長さを１／１００ミ
リ単位で決定する事自体困難且つ有意性に疑問が
ある。しかしながら長さ設定加工をせずアジャス
ト式継手が存在していた事は、その様な背景から
あながち否定は出来ず、又、市場の声は｢ロッド
・バー長さを設計値｣よりスタートできる事以外
、多くに不満を持っていた。そこで当事務所にお
けるアジャスト式継手｢ルズロック」は次の様な
項目全てを満足する事を開発コンセプトにした。
３．開発コンセプト
1：ロッド・バー長さを設計値で決定し組付けで
きる
―調節ネジとそのロック機構による―
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図２ ダブルナットの設定

２：調整は容易で取付面のスベリがない
―「ルズコン―３０」の性能がバックアップ―
３：熱膨張の吸収が可能である
―調整ネジ（アジャストスクリュー）のネジピッ
チにて熱膨張量の割出しと決定をする―
４：省スペースである
５：溶接レスで緩まない
―型現場での環境保全と溶接後遺症を回避し緩ま
ず且、溶接レス構造にする―
６：トライ後の再調整が現在値より可能である
７：強度的保証を明確化する
―システムの構成部品の強度を理論的、現実的に
明らかにする―
４．「ルズロック」の詳細
ルズロックは設計値で製作されたロッド・バーを
長さ詰め切断カットすることなく組付ける事が可
能なアジャスト式部品である（図１）。ロッドの
位置を調節する為のアジャスタスクリュー（Ａ
Ｓ）、それを固定する為のロックナット（ＬＮ）、
ロッドを締結する為のキャップボルト（ＣＢ）ス
ペーサーカラー（ＳＣ）の４点部品で構成されて
いる。その詳細について、コンセプト１：調整ネ
ジ（ＡＳ）とそのロック機構（ＬＮ）が共に内側
六角ネジで、片方を固定しながら片方を締める事
ができダブルナット効果が得られる（図２）。
ロックナット（ＬＮ）の肉が比較的薄く、締付け
時に弾性変形をする。締め付け完了時に弾性回復
をして調節ネジをさらに強固に締付けるので緩み
にくい。２：「ルズコン―３０」の専用スライド
ベースはガイドロッドがスベリを防止し、調整が
容易。

表１ ネジピッチ

３：熱膨張量の吸収設定はＡＳが一度ロッドの下
端部に当接した後ネジピッチより知り得た角度分
を反転する事で決定（表１）。４：六角穴付きネ
ジの採用で、ネジ及レンチ・レンチ穴が省スペー
スになる。それによりエジェクタロッドやセン
ターピンなどその他の部品との干渉回避ができる。
５：従来品はスライドナット部の有効ネジ山数が
少なく、ロックナットや取り付けネジ締込時に座
屈しロック機能が低下する。防止策として溶接を
必要とした。ルズロックは専用スライドベース
ナットの有効ねじ山数を多く設定する事により塑
性変形なき強締結構造で溶接が不要。６：溶接レ
ス、ロック機構が機能しトライ途中の再調整は現
在値より行なえる。
５．応用
ルズロックはＭ～ＦＬのサイズがある。これを専
用スライドベースに取付け使用する。ロッド取付
けネジ径を一段階太くしたい場合、スタンダード
スライドベースに１ランク上のサイズのルズロッ
クを取付ける事で可能になる（表２・図３）。
例）ＥＬサイズのスライドベースにルズロックＦ
Ｌサイズを選択する。又、エジェクタ（直上）コ
ア用としてルズロックにリテーナカラーが付属し
たルズロック／Ｒがある（図３）。

６．工業所有
「ルズコン－３０」の利便性を更に向上させ、新
規性、進歩性の意義と呼称「ルズロック」は広範
な利用を旨とし、達成した開発コンセプトの製品
化と共に工業権の申請をした。
７．評価
量産の金型に組み込んだモニタリングでは外観異
常に対し顕著な効果があったとの報告を受けてい
る。ルズロックは複数部品が介在するため強度的
保証を明確化した。公的機関にてスライドベース
に取付けた状態で破壊試験を実施した結果、表３
のような結果が得られ、驚異的強度が実証された。
従って曲りや破損等のトラブルが発生した場合、
異常な程の過大負荷が働いた結果であり、その阻
害要因は強度的不足ではなく物理的理由である事
が明白な為、早期発見ができる。
８．まとめ
「ルズコン－３０」同様「ルズロック」も理論的
背景の基に開発され、多くの諸問題に有効対処し
ている。製品及び金型のローコスト、高機能化を
求める技術者諸兄が当該部品を更に有効活用され
る事を願って止まない。

図３ ルズロックの応用

表２ ルズロック取付け対象

表３ 破壊試験結果


